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	圧力設備サステナブル保安部会
	WES 9801/9802使用事業者規格理解努力義務に関する自主基準
	2025年12月24日制定
	1. 一般
	2. 集計及び開示の方法
	(1) 集計は3.理解努力時間数の集計方法に従い、各社/自事業所の管理単位（具体的には、ENEOS水島A/Bで1事業所、出光興産愛知北浜/南浜で1事業所）で集計する。
	(2) 集計及び開示は事務局が行い、毎年4月に前年度4月から3月までの自主的な理解努力の履行状況を集計し日本溶接協会ホームページにて開示する。
	(3) 理解努力時間の最低目標値は一事業所200時間とし、これを満足しなかった事業所は次年度の改善策も併せて公表しなければならない。
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